
（様式2）

国際交流の推進13 5 1
施策体系

国際交流等推進費

3 CHECK

0.3

No

活気にみちた往来の盛んなまちの
基盤づくり

国際交流・地域間交流の推進

課名

事業実施の手段・手順

項
予算費目

款

細　目

支
出
内
訳

352,000

1

予算現額（円） 決算額（円）

17

市民交流係協働推進課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

352,000

地 方 債

そ の 他

県 支 出 金国際交流協会賛助会費 52,000

国際交流協会補助金 300,000

1

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

1,884,000
人 件 費 概 算

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

352,000

(      )

(      )

300,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

352,000(      )

(      )

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

52,000

事業名 国際交流推進事業

2 総務費

国際交流等推進費

改 善 策

(      )

352,000

経常

豪州ﾚｯﾄﾞｸﾘﾌ市との姉妹都市提携を機に
平成4年に国際交流協会を設置し、市と
協働して国際交流・理解の促進のため
の様々な事業を展開している。
現在は、「外国人ふれあいバス旅
行」、「世界の料理教室」、「中国
語・韓国語講座」、「外国人のための
日本語教室」など市民ﾚﾍﾞﾙでの様々な
活動を行っている。

県・市国際交流協会に対し、国際間・
地域間の草の根交流を推進するため、
支援を行っている。

県・市国際交流協会の運営経費の一部
について補助金等を交付する。
市国際交流協会の事務局として、協会
の運営・事業の企画実施など、事務事
業全般について人的支援を行う。

中項目（施策） 小項目（基本事業）

国際交流等推進費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

総務管理費 目

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

117

国際交流協会の事業数

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

参加者数

176（人）

予算現額（円）

150（人）

一 般 財 源

合　　　計

7（事業）7（事業）

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

352,000

事務事業の評価

人工数（人役）

A

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

計画どおり事業を進めることが適当

その他

計画どおり事業を進めることが適当

450



（様式2）

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策）

平成２３年度　事務事業評価シート 課名 協働推進課 市民交流係 No 5

小項目（基本事業）

13
活気にみちた往来の盛んなまちの
基盤づくり

5 国際交流・地域間交流の推進 1 国際交流の推進

事業名 中学生海外派遣事業

予算費目
款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 17 国際交流等推進費

細　目 1 国際交流等推進費 細々目 1 国際交流等推進費 会計種別 一般会計

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

国際理解・交流を推進し、国際感覚を
持った人材を育成するため、姉妹都市
提携を行っている豪州ﾓｰﾄﾝﾍﾞｲ市に中学
生を派遣している。派遣者の選抜は、
志願者の中から市内中学校からの推薦
等を考慮し、市が決定している。

市内の中学生6人（各校1人）を対象と
して、自校を代表する交流大使、市の
親善大使として、姉妹都市との交流と
国際感覚の涵養を深めるため、姉妹都
市である豪州ﾓｰﾄﾝﾍﾞｲ市に派遣を行う。

・各中学校に志願者を募集し、学校長
の推薦などを考慮し、市で6人（各校1
人）の被派遣者を決定する。
・夏休み期間、ﾓｰﾄﾝﾍﾞｲ市に当該被派
遣者と引率者計7名を派遣し、ﾎｰﾑｽﾃｲ
を行いながら地元のﾊｲｽｸｰﾙ等に通学さ
せ、交流を深める。
・引率者は市内教諭から選抜（公募）
する。
・指名競争入札により受託事業者（旅
行代理店）を決定する。

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度

（B/A）
派遣回数
被派遣者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）

予算現額（円）

(      )

決算額（円）

1（回）
6（人）

1（回）
6（人） ％

2 DO

16,600 地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入

支
出
内
訳

旅費 11,000 10,400

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

使用料及び賃借料 18,000

180,000

(      )

委託料 1,680,000 1,327,252 県 支 出 金 (      )

180,000

1,174,252

そ の 他 (      )

合　　　計 1,709,000 1,354,252

一 般 財 源 (      ) 1,529,000

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.3 1,884,000

合　　　計 1,709,000 1,354,252

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い
D　数値設定があいまいである
又は実績値を把握していない

4 ACTION
課 題 改 善 策

①事業の実施状況などを市民に周知する。

②事業の成果がどのように活用されているかを検証する。

①について
公共施設、商業施設等の公共スペースで中学生海外派遣事業のパ

ネル展などを開催する。

②について
　被派遣者に対してアンケートを実施する。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

その他 今後適切な成果指標について検討する。

AB
事業の実施方法やコスト等について改善する検討が必要 計画どおり事業を進めることが適当

451



（様式2）

   

計画どおり事業を進めることが適当

その他 ゼロ予算事業

計画どおり事業を進めることが適当

A

効 率 性

A　効率性が高い

A

課 題

350回380回

A　目標どおり達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　有効性が高いA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

0

事務事業の評価

人工数（人役）

年間各種大会参加者数

52,580

予算現額（円）

50,000人

大会等の直接の参加者だけでなく、一般観戦者等も増えるようにした
い。

　ホームページ等を利用したPRをしていく。

一 般 財 源

合　　　計

105

年間各種大会開催数

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

中項目（施策） 小項目（基本事業）

体育振興費 一般会計

大項目（政策）

細々目 11

保健体育費 目

体育振興費

改 善 策

(      )

0

経常

各競技団体等が主体となり各種大会
等を開催している。市内・近郷だけで
なく、広域・全国規模の大会を追求す
る中で、競技力の向上だけでなく、地
域間の交流を図るもの。

各種大会等の開催を通じて、参加者
同士の交流、地域間の交流、地域の活
性化を図る。

競技団体等が主体的に取り組み、原
則、体育協会が共催、市・市教委が後
援という形で行っている。

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

0 0

事業名 スポーツ交流推進事業

10 教育費

（
割
合

）

財
源
内
訳

0(      )

(      )

人 件 費 概 算

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

0

(      )

(      )

6

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

1,278,760

0

地 方 債

そ の 他

県 支 出 金

1

予算現額（円） 決算額（円）

1

生涯スポーツ係生涯スポーツ課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

予算費目
款

細　目

支
出
内
訳

0

No

活気にみちた往来の盛んなまちの
基盤づくり

国際交流・地域間交流の推進

課名

事業実施の手段・手順

項

地域間交流の推進13 5 2
施策体系

保健体育総務費

3 CHECK

0.25
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